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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶パネルと、
　前記液晶パネルの表面に光学接着剤により接着され、外周が前記液晶パネルよりも大き
な透明体と、
　前記液晶パネルの背面に設けられた背面光源と、
　前記液晶パネルと前記背面光源を収納し、側壁に溝が形成された枠体と、を備え、
　前記溝は、前記側壁の他の部分より高く、前記液晶パネルの表面より低く形成され、
　前記溝に充填された接着剤により前記透明体と前記枠体とが接着されることを特徴とす
る液晶表示装置。
【請求項２】
　液晶パネルと、
　前記液晶パネルの表面に光学接着剤により接着され、外周が前記液晶パネルよりも大き
な透明体と、
　前記液晶パネルの背面に設けられた背面光源と、
　前記液晶パネルと前記背面光源を収納し、側壁に溝が形成された枠体と、
　前記枠体と前記透明体の外周に設けられた外装ケースと、を備え、
　前記溝は、前記側壁の他の部分より高く、前記液晶パネルの表面より低く形成され、
　前記溝に充填された接着剤により前記透明体と前記枠体とが接着されることを特徴とす
る電子機器。
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【請求項３】
　前記枠体と前記外装ケースとの間には緩衝材が設けられ、
　前記透明体と前記外装ケースとが接触していないことを特徴とする請求項２に記載の電
子機器。
【請求項４】
　液晶パネルの表面に透明体を光学接着剤により接着する第一工程と、
　側壁に、前記側壁の他の部分より高く、前記液晶パネルの表面より低く形成される溝が
形成された枠体に背面光源を収納し、前記溝に常温硬化型の接着剤を設ける第二工程と、
　前記液晶パネルを前記枠体に収納するとともに、前記透明体と前記枠体とを前記常温硬
化型の接着剤により接着する第三工程と、を備えることを特徴とする液晶表示装置の製造
方法。
【請求項５】
　前記常温硬化型の接着剤は、粘度が７０Ｐａ・ｓであることを特徴とする請求項４に記
載の液晶表示装置の製造方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶パネルの表示面に光学接着剤で透明な基板を貼り付けた液晶表示装置の
製造方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、液晶パネルの薄型化に伴い、液晶パネルの表示面に傷や衝撃から保護するカバー
ガラス等の透明な保護板が設置された液晶表示装置が普及している。また、電子機器の多
機能化に伴い、液晶パネルの表示面にタッチパネルが設置された液晶表示装置も広く利用
されている。このような液晶表示装置では、液晶パネルと透明な保護板またはタッチパネ
ル（以下、透明体と称す）との間に屈折率の異なる空気層が介在すると、光が空気層によ
り反射されて液晶表示装置の透過率が低下するため、液晶パネルと透明体との間に光学接
着剤が充填される構成が広く知られている。このような構成によれば、液晶パネルと透明
体が一体化されるため、耐衝撃性が向上する利点がある。
【０００３】
　また、液晶表示装置では、液晶パネルを背面から照明するためのバックライトが用いら
れる場合がある。このような場合に、表面に液晶パネルよりもひと回り大きい透明体が光
学接着剤により貼り合された液晶パネルがバックライトとともに、枠体であるバックライ
トフレームへ組み込まれる構成が知られている。また、このような液晶表示装置において
、透明体とバックライトフレームが、液晶パネルの外側で重なり合う部分で常温硬化型の
接着剤により一体的に接着することにより、耐衝撃性を向上させる構成も提案されている
（例えば、特許文献１及び特許文献２参照）。
【０００４】
　図６（ｆ）～（ｊ）は従来の液晶表示装置の製造工程を示す図である。まず、図６（ｆ
）に示すように、液晶パネル３の表面にはＵＶ硬化型の光学接着剤２が塗布される。次に
図６（ｇ）に示すように、透明体１と液晶パネル３とを貼り合せる。そして、図６（ｈ）
で背面光源１７と光学シート１６を収納する枠体４を準備し、図６（ｉ）に示すように枠
体４に透明体１と光学接着剤２と液晶パネル３が一体となったものを組み込む。最後に図
６（ｊ）で、透明体１と枠体４の間に常温硬化型の接着剤５を充填させる。このとき透明
体１と枠体４の隙間は０．６ｍｍ程度であるため、常温硬化型の接着剤５を均一に設ける
ために、ディスペンサー装置を使用し、０．６ｍｍ以下の先端を有するノズルを用いる。
また、常温硬化型の接着剤５には、粘度が２０Ｐａ・s程度の接着剤が用いられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
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【特許文献１】特開２００９－１６３１３２号公報（第１図）
【特許文献２】特開２００９－１２２６５５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、従来の液晶表示装置ではディスペンサー装置を利用して接着剤を設ける
場合に、ノズル先端は透明体１と枠体４に接触させない様に位置あわせする必要があった
。具体的には、ノズル先端と透明体１及び枠体４との隙間はそれぞれ０．０５ｍｍ程度必
要とされ、ディスペンサーの位置あわせに手間がかかった。また、ノズル先端が枠体の内
部に接触したり、接着剤の充填領域に浸入しすぎたりした場合には、枠体４内に設けられ
た光学シート１６に常温硬化型の接着剤５が浸み込み表示不具合が発生するという課題が
あった。
【０００７】
　また、液晶パネルの薄型化に伴い、液晶パネルと枠体との間隙が小さくなり、ディスペ
ンサーのノズルがはいらなくなるという課題があった。そのため、液晶表示装置の耐衝撃
性や表示品質が低下を招いていた。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の液晶表示装置は、表示面に液晶パネルよりも外周の大きな透明体が光学接着剤
により接着された液晶パネルと、背面光源とが枠体に収納されており、この枠体の側壁に
は接着剤を塗布するための溝が形成される。そしてこの溝に塗布された接着剤により枠体
と透明体とが接着され、透明体と、液晶パネルと背面光源と枠体が一体化される。
【０００９】
　また、本発明の電子機器は、上述の液晶表示装置が外装ケースに収納されており、枠体
と外装ケースの間には緩衝材が設けられる。さらに、透明体と外装ケースとは接触しない
ように設定される。
【００１０】
　また、本発明の液晶表示装置の製造方法は、まず、液晶パネルの表面に透明体を光学接
着剤により接着する。そして、側壁に溝が形成された枠体に背面光源を収納し、この溝に
常温硬化型の接着剤を設ける。さらに、液晶パネルを枠体に収納し、透明体と枠体とを常
温硬化型の接着剤により接着する。
　さらに、常温硬化型の接着剤は、粘度が７０Ｐａ・ｓであることとする。
【発明の効果】
【００１１】
　透明体とバックライトフレームとの間隙にディスペンサー装置のノズルを差し込まずに
接着剤を均一に充填させることができ、液晶表示装置の耐衝撃性を向上できる。また、バ
ックライトフレームの側壁に溝を設け、この溝に比較的粘度の高い接着剤を充填させるた
め、接着剤がバックライトの光学部材へ浸み込むのを防いで、液晶表示装置の信頼性を向
上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の液晶表示装置を電子機器の筐体に組込んだ構成を示す断面図である。
【図２】本発明の液晶表示装置の構成を示す上面図である。
【図３】本発明の液晶表示装置に用いられる液晶パネルの構成を示す断面図である。
【図４】本発明の液晶表示装置に用いられる枠体の構成を示す上面図である。
【図５】本発明の液晶表示装置の製造方法を説明する工程図である。
【図６】従来の液晶表示装置の製造方法を説明する工程図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本発明の液晶表示装置は、液晶パネルの表示面に液晶パネルよりも外周の大きな透明体
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が光学接着剤により接着される。この液晶パネルは、背面光源とともに枠体に収納される
が、この枠体の側壁には接着剤を塗布するための溝が形成されている。そしてこの溝に塗
布された接着剤により、枠体と透明体とが接着され、透明体と、液晶パネルと背面光源と
枠体が一体化された構成となる。なお、透明体は、液晶パネルを保護する透明な保護板ま
たはタッチパネルでもよい。
【００１４】
　また、枠体の側壁は、液晶パネルの端子部に対応する辺を除く三辺に形成される。
　また、溝に塗布される接着剤は、比較的粘度の高い常温硬化型の接着剤でもよい。
　また、背面光源と液晶パネルとの間には、光学シートが設けられてもよい。
　また、本発明の電子機器は、上述の液晶表示装置が外装ケースに収納されており、枠体
と外装ケースの間には緩衝材が設けられる。さらに、透明体と外装ケースとは接触しない
ように構成される。
【００１５】
　また、本発明の液晶表示装置の製造方法は、液晶パネルの表面に透明体を光学接着剤に
より接着する。そして、背面光源を収納する枠体に接着剤を設けて透明体と枠体を接着す
るとともに、液晶パネルを枠体に収納する。枠体の側壁には接着剤を塗布するための溝が
形成されている。また、接着剤は、側壁上面よりも高い位置まで設けられる。そのため、
接着剤は、比較的粘度の高いものが用いられ、具体的には粘度が７０Ｐａ・ｓ程度の常温
硬化型の接着剤が望ましい。本発明の液晶表示装置の製造方法では、枠体に形成された溝
に接着剤を塗布し、その後、液晶パネルが枠体に組み込まれる。
　以下に本発明の実施例について説明する。
【実施例１】
【００１６】
　本実施例の液晶表示装置の構成を、図を用いて説明する。図１は本実施例の液晶表示装
置の構成を模式的に示す断面図である。液晶パネル３の表面には、光学接着剤２によりカ
バーガラスまたはタッチパネル等の透明体１が全面接着されている。透明体１は、ガラス
、アクリル、ＰＭＭＡなどの保護用のカバーガラスであってもよいし、静電容量方式等の
タッチパネルであってもよい。透明体１は、液晶パネル３の外周よりも大きなサイズとな
っている。さらに、液晶パネル３は背面光源１７上に設けられた光学シート１６の上に配
置されるとともに、枠体４に収納される。枠体４の側壁には溝６が形成されており、この
溝６には接着剤５が充填される。図２は本実施例の液晶表示装置の上面図である。図示す
るように、液晶パネル３の６時方向、すなわち、ドライバーＩＣや回路基板９が実装され
た端子部側を除く三辺に接着剤５がコの字状に設けられている。この接着剤５により、枠
体４と透明体１が接着され、図１に示すように透明体１と液晶パネル３と背面光源１７お
よび光学シート１６を収納する枠体４とが一体化される。
【００１７】
　ここで、液晶パネル３の構成について詳しく説明する。図３は、本実施例に用いられる
液晶パネル３の断面図である。図３に示すように、液晶パネル３は基板１２と対向基板１
１との間に液晶（図示しない）が挟持されている。対向基板１１の表面には上偏光板１０
が、基板１２の裏面には下偏光板１３が設けられる。基板１２の表面の端子部には駆動用
のドライバーＩＣ８と回路基板９が実装される。
【００１８】
　なお、この液晶パネル３は、枠体４に収納される。そのため、枠体４の外周は透明体１
よりも大きく設定される。
【００１９】
　図４は本実施例に用いられる枠体４の上面図である。図４に示すように、枠体４には、
液晶パネルの端子部に対応する辺（６時方向の辺）を除いた三辺に側壁が形成されており
、この側壁には、接着剤５を充填するための溝が設けられる。本実施例では溝の深さは０
．２ｍｍ程度で、溝の幅は０．６ｍｍ程度である。接着剤５には常温硬化型接着剤が用い
られる。
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【００２０】
　枠体４の凹部７には、図１に示す背面光源１７とその上面に光学シート１６が設けられ
、光学シート１６上に液晶パネル３が配置される。なお、背面光源１７には、側面に設け
られたＬＥＤ光源からの光を導光板で導光し、液晶パネルを背面から照明するサイドライ
ト型のバックライトや、冷陰極蛍光管、ＥＬバックライト等の照明装置を用いても良い。
また、光学シート１７にはレンズシートや拡散シートなどを用いてもよい。また、光学シ
ート１７を設けなくてもよい。
【００２１】
　そして、図１に示すように枠体４の凹部に液晶パネル１６が収納されるとともに透明体
１が枠体４の溝６に設けられた接着剤５により枠体４に接着される。これにより、本実施
例の液晶表示装置は、背面光源１７を収納した枠体４、液晶パネル３及び透明体１が一体
化された構成となる。
【００２２】
　このように、枠体４の側壁に接着剤を設けるための溝６を形成することにより、接着剤
５が背面光源１７側に浸み込むのを防止し信頼性を向上させるとともに、液晶表示装置の
耐衝撃性をあげることができる。
【００２３】
　次に、本実施例の液晶表示装置を組み込んだ電子機器の構成について説明する。本実施
例の電子機器は、図１に示すように、上述の液晶表示装置が電子機器の筐体カバー１４に
収納された構成となっている。ここで、枠体４と筐体カバー１４が接触する箇所には、緩
衝材１５が設置される。一方、透明体１と筐体カバー１４とは接触しないように配置され
る。このような構成により、筐体カバー１４に外部衝撃が加わった場合に、接着剤５で衝
撃を吸収し、液晶パネルや透明体の破損を低減することが出来る。
【実施例２】
【００２４】
　次に、本実施例の液晶表示装置の製造方法を説明する。図５（ａ）～（ｅ）は本実施例
の液晶表示装置の製造方法の工程を示す図である。なお、本実施例の液晶表示装置は実施
例１と同じ構成であるため、液晶表示装置の構成部材については適宜説明を省略する。
【００２５】
　まず、図５（ａ）に示すように、カバーガラスまたはタッチパネル等の透明体１に対向
する液晶パネル３の表面に光学接着剤２を塗布する。そして図５（ｂ）に示すように透明
体１と液晶パネル３を全面接着する。次に、図５（ｃ）に示すように、枠体４を準備する
。枠体４には背面光源１７および光学シート１６が配置されている。枠体４は、上述にも
あるように中央部に凹部が設けられており、この凹部に液晶パネルが収納される。図５（
ｄ）は枠体４の側壁に形成された溝に接着剤５を充填する工程を示す。接着剤５は、溝の
高さよりも高く、かつ、溝から流れ出さないように設けられることが望ましい。そのため
、接着剤５には、粘度が従来よりも高いものが用いられる。具体的には７０Ｐａ・ｓ程度
の粘度の常温硬化型の接着剤を使用するとよい。本実施例では、枠体４の側壁に幅が約０
．６ｍｍ、高さが約０．２ｍｍの溝が形成され、０．４ｍｍほどの高さで接着剤が充填さ
れる。また、本実施例では、接着剤５に、粘度が７０Ｐａ・ｓの常温硬化型の接着剤が用
いられる。
【００２６】
　接着剤５を溝に塗布した後、図５（ｅ）に示すように、液晶パネル３を枠体４の凹部に
収納し、透明体１と枠体４とを接着剤５により、接着する。
【００２７】
　このように、本実施例では、従来と異なり、バックライトフレームに透明体を設けた液
晶パネルを組み込む前に、バックライトフレームに形成された側壁の溝に常温硬化型の接
着剤が塗布される。このような方法によれば、接着剤は溝に沿って塗布されればよいため
、ディスペンサーの調整が従来よりも容易になる。すなわち、バックライトフレームと液
晶パネル及び透明体との隙間の大きさに影響されずに接着剤を均一に設けることができる
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。また、高粘度の接着剤が溝に設けられているため、接着剤が光学シートや背面光源に浸
入するのを防ぐことができる。
【符号の説明】
【００２８】
　１　透明体
　２　光学接着剤
　３　液晶パネル
　４　枠体
　５　接着剤
　６　溝
　７　凹部
　８　ドライバーＩＣ
　９　回路基板
　１０　上偏光板
　１１　対向基板
　１２　基板
　１３　下偏光板
　１４　筐体カバー
　１５　緩衝材
　１６　光学シート
　１７　背面光源

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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